


時折ハンカチで涙を拭きながら話す姿を見ていると，中国語は全くわからないけれども，ま

たつらい話をさせていると思って私も悲しくなった。あの話になると女性はみんな泣く。最

後に彼女の家に案内された後，団からのプレゼントの品を渡す時，私は彼女の肩を抱いて声

を上げて泣いてしまった。 これまで戦時下における性暴力被害の女性たちの証言を何回も

聞いたし本で読んだりもしてきた。そのたびに涙が出たり，憤ったりしてきたが，それは

証言を聞く多数の中の一人としてであった。今回のように 1対 1のような状況で被害女性の

存在を身近に感じながら聞くと，悲しみや怒りが 10倍にもなるということを実感した。

戦争では弱い立場の人々が最もひどく痛めつけられると言うが，人を殺すことを強いられ

る男性兵士の非人間的な攻撃は一番に女性に向かうのではないだろうか。それは過去の戦争

だけの話ではない。現在の戦争においても戦時下の性暴力は起こっている。ユーゴスラヴ、イ

ア紛争しかり，湾岸戦争しかり。男女平等が当たり前という世の中でも，ひとたび戦争にな

ったら女はやられると思う。だからこそ絶対に戦争は起こしてはならないのだ。

武漢の女性は日本政府に対して「私の人生を狂わせた。謝罪と補償を求めたい。またこの

ような悪いことを二度と.特に日本の若者にさせてほしくないjと言った。湖西村の女性は

日本政府に対して何か言いたいことがないかという質問に対して「私はもう先がない。もう

何も言う気はない」と話した。このような彼女たちの思いを私はどのように受け止め，どの

ように行動したらいいのか。

現実の生活に戻れば. I男女共同参画社会

の実現JI女性議員をふやそうJなどの女性

運動や平和運動で手いっぱいの毎日のなかで

は， 日本軍性奴隷制を告発する中央の市民グ

ループに対して経済的支援しかできない状態

だが，この「慰安婦j制度は最大の女性差別

だという認識だけは持ち続けて，私なりに何

ができるか模索していきたい。湖西村の女性

が別れ際に言った「自分を振り向いてくれて

うれししリということばを心にとめて・
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3た3\く淵~.不f~十住

df勺込
氾d

篭官 ~\!f 
o 0全￥三高官α〉当ct:生てア=ち

ヨド主主tこ塁手ぜ〉ら才-.，"/:.こく之.:t.、 p

葛西ょう子

維新翫畿の長崎で 茶の日本最初の輸出業者として活躍した大浦慶という女哲ヨがいまし

た。長崎の巷では在説こ彩られば唯で円 7才で灘錯した養子の夫を晩て泡い出した
畳主離婚しなかったが好色で雇い人を次々に~坂本竜馬を始めとする維新の志士達に

資金髭助をすると同時に愛人として仕えさせ特に若かった陸奥宗光を側に置いた人生

の最後近くに語教事件に引っ掛かって全財産を失ったのは若い男性との税語りで説きふ

せられたからえ」という具合に左遁お慶=好色賛沢商人として成功したが男で失敗し

たという亙壁併出来上がっていました。このお慶像0漢となったの仰舟節朗の劇縁

で講談師だった伊藤演躍の全て事実鮒初講談話だったのです。女哲議視杭F時代より
も増幅された明治時代、勤皇の志士を助けた成功した商人であっても全旦笠玄で男なし

では生きられず男によっτ破滅してゆくという話は男性たちにどんなにか気に入られ
たことでしょう。しかし女性史研慣が女哲浮者の手によって成されるようになった現在‘

男性にとって都合のよい女性像のなかに埋もれていた女性たちの生涯の真実カ吹々と洗い

出されてきました。;対寵愛についてもI990年長崎の研究者本馬恭子さんの労作」玄遁

慶女伝ノートJの仕版によって志士との隙コりは全て無かったこと、若い男におぼれて

だまされたとされていた語教事特が実は長崎県庁の直級官吏カ載り仕切った龍抜け計教

事件であったこと、官吏は決して誤らないとの暗所白鴎荷の方針の下 その官吏は何の磐め

もなく l関Tに勤務し続け大浦慶カ喫駒を結んt.:~国商人にたいして契約は契約である

お慶の言葉を借りるとか鳴訟の道Jはいかなることがあっても守らねばならないかとの志

でもって 一切の債務を引き受けた事件であることが明らかになりました。

ようやく歪められていたお慶像か資料によって訂正されてお慶がいかに道高い清潔

な商人であったか士農工商の階級制度の下卑しめられていた商人という存在が撰路地

長崎においていかに誇り高い存在であったか、が喜四月されて私たちはとても嬉しく感じ

ました。

今年10月 長崎在住の男制効苦した f長崎商人伝大浦お慶の生涯|という本が庖頭

に並びました。手にしT私たち「長崎女性史研発会Jのメンバーはびっくりし本馬恭子

さんは怒りで凍りついていられますの新刊の本の大西扮は本馬さんの著書の文章そのまま

の等しです。その上に講談本に源を発したお慶伝説漂っているのです。勿論著作権法違

亙なのでその方面¢喫置は取られるわけですが私たち長崎に住みかつて活躍した長

崎の女性たちを尊敬している人間にとって出奔せない主主重量量一方甫お慶にたいする侮辱

以外の何物でもありません。しかもその本はベストセラーにはし巾 笥古は大々的に売っ

ています。大浦お慶には子孫がおりませんので名誉巨腹の裁判は起こせません口

これもまた一つのジェンダ-ol1嘘と私は考えています。男性によって当時の相会の
制度のなかで男性にとって有利に働く意図濯もって作られた女性像 その女悼集が今も喜

と湛えられるという現在の社会のあり方を烹掬して その波に乗った割下だという点にた

いして言いようのない怒りを覚えています。



物理化学・文学・芸術・セックス、その他あらゆる方面において

rジzンダーに侵された女性観jに対しての名者回復を

「女性がJというと、書いたり評論したりするのは男性なのでその人がもっているジェ

ンダー観がそのまま出る。構えて雷わないまでもある男性をほめるとき、「女々しいと

ころがな4実に男性的であるJなどと使う。今秋のノーベル賞2人受賞にもはしゃいで

「少年よ、大志を抱けJと堂々とかいていた。いくら決まり文句でも男女共同参商社会、

せめて f若者よJと呼びかけをされなかったものか。男性にとって fめし、ふろ、ねるJ

の用事以外をする女性は考えられないというのがここでわかる。知性を売り物にしてい

る作家、学者、一流新聞といわれるところの記者がポロッとだす言葉、引き合いに出す

言葉で私たちはその人を見限ることもあるのだ。また、定年になって「離婚させていた

だきますJと切り出される夫は女性蔑視を妻にし続けていたために見限られていたこと

が多い。意織しないまま妻を見下していたのだろう。屈辱でした、と語る女性は多い。

女性を、男性と並び立てない人間としたジェンダーには今まで女性が公に反論するこ

とがなかったので言いたい放題の定着をしてしまった。しかし今日あらゆる方面で名誉

回復が始まったと考えている。今号は郷土の誇る女性の一生を稼れた性のジェンダ}で

描いた上に、驚いたことに彼女を真撃に取り上げた学術書の内容からほとんどを盗作し

た新刊書に対する怒りを取り上げた。これなどこの両書を比べられる立場にあった女性

史研究会のメンパーだったからこそ暴くことが出来たのであってもし彼女らの自にと

まっていなかったらどうだろう。

お茶の貿易商で明日への目をもち真の商道を貫いた女性が、財力で男漁りをした末の

破産という男好みのジェンダーで笑いものになっていたわけである。男性に比べて圧倒

的に少ない女性先駆者の数だが、無視又はこのようにして消されたのだという疑いを持

っていいのかもしれない。

物理化学方面でノーベノレ賞に匹敵する成果をあげた女性もおおい。だが、受賞してい

ない。それはなぜか。シャロン・パーチュ・マグレイン著、中村桂子監訳、中村友子訳

の fお母さん、ノーベノレ賞をもらうJに14人が挙げてあるが、これなど教科書にとり

あげると女性の元気が取り戻せるし、女性蔑視のジェンダーも小さい時から払拭できて

将来の社会生活において、よい男女関係が生まれると思うがどうだろうか。従軍慰安婦

は究極の女性蔑視の上になりたったものだと考えている。女性蔑視と人種差別のダブル

効果(! )がもたらす戦争の硯悪さだ。

あらゆる方面における女性の名誉回復はそれを公にすることによって日本の社会が

もっているジェンダーを好ましい方向に作り変えるよい効果をもたらすのではないかー

と考える。

町一れい


